
虎
關
師
錬
の
元
亨
繹
書
と
日
本
精
紳

幅

嶋

俊

翁

「
夫
れ
山
に
富
士
あ
り
。
僧

に
錬

公
め
り
。
錬
公
生
れ
て
天
地
の
霞
粋
を
稟
け
、
程
書
を
撰
成
し
て
、
本
朝
僑
史

の

権
輿
を
爲
す
」
と
租
寛
は
藤

家
蒙
求

の
中

に
讃
賞

し
て
ゐ
る
。
こ
の
錬
公
こ
そ
は
東
幅
寺
第
十
五
世
本
豊
國
師
虎
關

師
錬

(
一
九
三
八
、
弘
安
元
年
生

二
〇
〇
七
、
正
李
元
年
寂
)
其
人
で
あ
る
。
虎
關
麗
師
は
我
が
灘
門
稀
に
見

る
博
學
多
識
の
人
で
、
其

の
著
述
は
實

に
十
有

七
種
八
十
鯨
巻
に
及
ん
で
ゐ
る
。
就
中
我
が
國
膿
の
奪
嚴
を
謳
uひ
護
國
興
灘

の
大
思
想
を
著
し
た
も

の
は
後

醍
醐
天
皇

の
元
亨
元
年

(
一
九
八

一
)
七
月
に
完
成
し
た
所

の
元
亨
繹
書
三
十
巻

で
あ

つ
て
、
此
の
書
は
虎
關
暉
師

が
十
六
年

の
歳
月
忽
苦
刻
働
書
夜

心
血
を
注
い
で
撰
修
し
た
純
漢
文
の
日
本
僧
吏

の
最
初

の
も
の
で
あ
る
。

今
虎
關
の
法
嗣
令
淳

の
編
し
た
虎
關

の
年
譜
帥
ち
海
藏
和
尚
紀
年
録
、
徳
治

二
年

(
一
九
六
七
)
の
條
を
見
る
に

山
因
に
師

に
國
朝
高
僧
の
遺
事
を
問
ふ
。
師

こ
れ

に
泥
む
あ
り
。
山
期
期

(
口
ど
も
る
こ
と
)
し
、
之
に
斬
め
て

曰
く
、
公
の
辮
博
な
る
、
外
方
の
事
に
渉
り
て
は
皆
章
章
悦

ぷ
べ
し
。
此
の
本
邦
に
至
つ
て
は
頗
る
鷹
野
を
澁
る

や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に
似
た
る
は
何
ぞ
や
と
。
師
噺
つ
る
の
色
あ
り
。
此
に
縁

つ
て
深
く
慨
し
、
異
日
必
す
當

に
博
く
國
史
並

に
蕪
記

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

め

　

　

　

の
す

等
を
考

へ
て
以

て

皇

朝

繹
氏

の

一
纏

を
作

る

べ
き

こ
ど

を
念

ふ
。

(
原
漢

文

)

虎
關
帥
錬
め
元
亨
繹
書
と
日
本
精
紳

二

)
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虎
關
師
錬

の
元
亨
繹
書

と
目
本
精
紳

(
二
)

　

と
あ
る
が
、
こ
、
に
言

ふ
所

の
山
と
は
正
安
元
年
八
月
、
元
の
國
か
ら

來
朝
し
、
虎
關
輝
師
が
師
と
し
て
敏
を
受
け

た

一
山

一
寧
暉
師

で
あ

る
。
之

に
依

つ
て
見
れ
ば
虎
關
麗
師
は

一
山
の
苦
言

に
啓
登

せ
ら
れ
て
皇
朝
繹
氏

の

一
経
を

撰
せ
ん
と
志
し
た
の
で
あ

つ
て
、
こ
の
皇
朝
羅
氏
の

一
経
と
は
言
ふ
迄
も
な
く
元
亨
羅
書

で
あ

つ
て
、
其

の
撰
述
の

直
接
動
機
は
こ
の
時
に
在

る
と
考

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

或
は
元
亨
繹
書
と
所
謂
皇
朝
羅
氏

の

一
纏
と
は
別
書
で
あ

つ
た
と
断
す

る
學
者
も
あ

る
様
で
あ
る
が
、
元
亨
繹
書

以
外

に
之
に
當
る
書
は
元
よ
り
現
存
も
せ
す
、
叉
他

に
そ
の
記
録
も
無
く
、
日
本
佛
敏

に
關
す
る
歴
史
的
の
著
述

と
し
て
は
元
亨
繹
書
を
措
い
て
他

に
求

め
る
こ
と
は
寧
ろ
妥
當

で
な

い
と
考

へ
る
。

然

し
乍
ら
虎
關
麗
師
が

こ
の
宏
著
を
完
成
し
得
た
精
紳
は
、
輩

に

一
山
の
示
唆

の
み
で
は
無

く
、
師
自
身

の
深

い
國

家
的
民
族
的
於
持
が
共

の
根
底

に
横
は

つ
て
ゐ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
思

ふ
。
と
言

ふ
意
味
は
、

一
山
來
朝

の
當
時
、
虎
關
は
南
縄
寺
の
規
奄
和
爾

の
許
に
在

つ
た
が
、
直

に
往

い
て

一
山
に
相
見
し
、
自
ら
惟

へ
ら
く
、

近
時
此
方
の
庸
縞
、
曝
然
と
し
て
例
し

て
元
土
に
入
る
。
是
れ
我
國
の
恥
を
遺
す
也
。
我
南
游
し
て
彼
を
し
て
奏

に
人
あ
る
を
知
ら
し
め
ん
の
み
。

(
原
漢
文
。
海
藏
和
尚
紀
年
録
、
正
安
元
年

の
條
)

と
い
ふ
風

で
、
日
本
國
民
と
し
て
徒

ら
に
外
國

に
畏
服
す
る
態
度
を
排
し
て
、
我
國
佛
敏
の
権
威
を
示
し
九
い
と

い

ふ
信
念
を
把
持
し

て
ゐ
た
こ
と
が
考

へ
合
は
さ
る
、
か
ら
で
あ
る
。
爾
か
う
し
忙
虎
關

の
態
度
は
繹
書

の
中

に
、
叡

山
の
寛
印
が
共
の
師
源
信
と
土
ハ
に
敦
賀
に
往
き
、
宋
よ
り
來
た
朱
仁
聰
と
會
見
し
た
時
に
、
・仁
聰
が
壁
問
に
掲
げ

た

ノ
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婆
那
婆
演
底
守
夜
紳

の
書
像
を
摺
し
て
源
信
を
試
み
た
こ
と
が
あ
り
、
源
信
は
直

に
華
嚴
経

に
在

る
善
財
讃
嘆

の
掲

を
憶
う
て
、
筆
を
把

つ
て
像

の
上
に
、

「
見
女
清
澤
身
、
相
好
超
世
間
」
と
題
し
、
寛
印

に
次

の
句
を
書
せ
よ
と
命

じ
、
寛
印
は
亦

「
如
文
珠
師
利
、
亦
如
寳
山
王
仁
」
と
書
し
た
の
で
、
朱
仁
聰

は
之
を
見
て

「
大
藏

は
皆

二
師

の
腸

胃
な
り
」
と
威
歎
し
た
こ
と
が
あ
る
。
虎
關
は
之
を
賛
し
て
、

た
つ
と

信
、
印
の
二
師
は
侮
を
禦
く
の
才
か
。
彼

の
仁
聰
は
信
の
徳
義
を
響

ぶ
と
錐
も
、
夜
紳
を
指
し

て
言
を
爲
す
な
り

こ

の
ろ

畏
域
の
人
亦
此
の
方
の
學
徒
を
嘗
む

る
な
り
冷

二
師
若
し
記
せ
ず
ん
ば
、
殆
ど
邦

の
辱
を
飴
さ
ん
。
(
原
漢
文
)

と
言

つ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
様

に
、
師
は
實

に
日
本
佛
徒
と
し
て
、
そ
の
自
奪
を
傷
け
る
こ
と
を
大
い

に
恐
れ
、
日
本
國
民
と
し
て
威
信
を
害

せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
常

に
考

へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
虎
關

の
思
想
は
徒
ら

に
清
極
的
な
概

念
的
な
も

の
で
は
な

く
て
、
實
際
に
之
を
自
ら

の
生
活
の
中

に
示
し
て
人
々
の
畳
醒
を
求
め

つ
、
あ

つ
た
の
で
あ

る
。
そ
の

一
例
を
墨
げ

ろ
な
ら
ば
、
虎
關
の
文
集
た
る
濟
北
集

の
中
の
、
來
朝
の
麗
僧
明
極
楚
俊
に
與

へ
た
書
翰

の

一
に
、

某
信
史
を
修
む
る
に
縁

つ
て
古
記
を
閲
る
に
、
我
が
達
磨
租
の
本
邦
に
游

ぶ
こ
と
詳
な
り
。
始
租

の
梁

に
入
り
し

時
、
南
嶽
思
大
親
し
く
示
誰
を
承
く
。
租
淳
り
に
此
の
方
の
游
化
を
告
ぐ
。
故
に
思
大
上
邦
に
嶽
降

し
て
位
監
撫

　

も

　

ね

　

　

　

　

　

　

に
登
る
。
憲
章
を
製
裁
し
て
廣
く
佛
事
を
作
す
。
租
奮
盟
を
講
じ
て
片
岡

に
會
喀
す
。
臓
月
朔
日
便

ち
蓬
化
を
示

　

　

　

も

　

　

も

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

も

す

。
太

子

百
司
を

將

ゐ

て
墳

塔
を
螢

む

。
見

に
和
州

に
在

り

。
方

今

天

下
、

十

月
初

五
、
祓

忌

を

修

す

る
は
叢

林

虎
關
師
錬
の
元
亨
澤
書
と
日
本
精
紳

・

＼

(
三
)
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虎
關

師
錬

の
元
亨
繹
書

と
日
本
精
紳

(
四
)

`

も

　

　

　

も

　

　

　

　

　

ぬ

も

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

も

　

　

も

　

　

　

　

　

　

の
通
規
な
り
。
然
れ
ど
も
本
邦

に
覗
る
に
猶
ほ
異
域
と
爲
す
。
騰
朔
は
我
國
の
粗
忌
な
り
。
暉
刹
修
せ
ざ
る
は
何

　

ね

　

　

　

　

ら

　

も

　

　

ぬ

　

　

そ
や
。
某
臓
祀
忌
を
修
す

る
者
已
に
十
藪
歳

,
而
し
て
諸
方
義
を
見
て
爲
す
に
勇
な
る
も
の
鮮
な
し
。
今
歳

天
子

　

　

　

　

ら

　

　

　

　

　

政
化
を

一
新
し

て
、
尤
も
心
宗

に
智
ふ
。
公
妙
選
に
丁

つ
て
勝
藍

に
高
居
す
。
若

-
能

く
叢
規
を
振
起
し
、
新

に

り

た

　

　

も

た

　

　

　

　

も

　

　

　

　

　

　

な

　

　

　

　

　

　

も

も

　

も

　

も

　

　

や

　

　

　

　

　

ぬ

　

　

臓
忌
を
行
は
ば
蕾

に
皇
上
崇
法
の
春
遇
に
答

ふ
る
の
み
な
ら
す
、
寧
ろ
明
世
至
化
の
端
緒
を
輔
く
る
に
非
す
や
。

伏
し
て
乞

ふ
之
を
悉

せ
よ
。
(
原
漢
文
)

と
あ
り
、
叉
清
拙
正
澄
に
與

へ
た
書

に
も
同
檬

の
懇
情
を
致
し
て
ゐ
る
。
思

ふ
に
達
磨
大
師
か
我
國

に
游
化
し
た
と

い
ふ
歴
臭
的
の
事
實
は
信
じ
難
い
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
虎
關
は
夙
に
之
を
深
く
信
じ
、
初
祀

の
遷
化
は
我
國

に
於

て
は
十
二
月

一
日
で
あ
る
か
ら
此
の
日
を
以

て
本
邦
叢

林
の
初
祀
忌
と
す
べ
き
で
あ
る
。
十
月
五
日
を
以
て
行
ひ
來

れ
る
は
異
邦

の
制

で
あ

つ
て
、
我
邦
は
我
邦

の
制

に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
圭
張
し
、
自
ら
之
を
實
行
し
て
ゐ
た
。
師

の
臆
朔
達
磨
忌
疏

に
も
共

の
意
志
を
表
は
し
て
ゐ
る
が
、
彼

の
騰
朔
軸
序
と

い
ふ
文
に
は
虎
關

の
臓
祀
忌
の
偶
に
、

檀
林

の
諸
公
が
廣
和
し
、
そ
の
三
十
絵
首
を
得
た
の
を
喜
び
、

臓
祀
忌
は
我
之
を
修
す
る
こ
と
尚
し
。
諸
刹
未
だ
鷹
ぜ
す
。
今
衆
和
を
見

る
。
寧

ろ
諸
方
勇
爲
の
漸
に
非
す
や
。

喜
ん
で
其
端
に
書

し
、
普
く
學
者
に
告
ぐ
と
爾

か
云
ふ
。
(
原
漢
交
)

と
書

い
た
程
で
、
師
は
外
國

に
模
倣
追
随
す
る
こ
と
を
極
力
排
撃

し
本
邦
は
本
邦
濁
自
の
立
場
を
守
り
、
其

の
精
紳

を
實
践
躬

行
し
て
巳
ま
な

い
と
い
ふ
強
い
信
念

の
人
で
あ

つ
た
の
で
あ

る
。
故
に
虎
關

に
は
宗
門

の
事
は
故
よ
b

日
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本
…佛
敏
乃
至
日
本
の
國
腱
そ
の
も
の
ソ
奪
嚴
憩
聖
を
深
く
雛
識

し
、

る
の
で
あ
る
。

萬
國
に
優
越
せ
る
夙
以
を
中
外
に
磯
揚
し
て
ゐ

先
づ
虎
關

の
月
本
精
神
國
膿
観
念
に
就

て
の
眞
摯
な
態
度
を
覗
ふ
べ
き
文
献
は
、
元
亨
繹
書

の
王
臣
篇

で
あ
ら
う

と
思

ふ
。
王
臣
篇

の
冒
頭
に
曰
く
、

げ

我
が
國
家
は
、
聖
君
賢
臣
相
次
い
で
聞
出
し
、
皆
能
く
我
が
法
を
欽
散
せ
ら
る
。
予
博

く
印
度
支
那

の
諸
籍
を
見

る
に
、
未
だ
此
の
方
の
ご
と
醇
淑
な
る
も
の
あ
射
ざ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
紳
世

一
百
七
十
九
萬

二
千
四
百
七

十
鯨
歳
。
人
皇

二
千
年
、

一
刹
利
種
、
系
聯
、
灘
譲
、
未
だ
嘗
て
移
革

せ
す
。
相
胤
亦
然
り
。
閻
浮
界

の
裏
、
量

是
の
如
き

の
至
治

の
域
あ
ら
ん
や
。
故
を
以

て
佛
乗
繁
・茂
し
て
、
牽
土
和
沿
な
り
。
君
臣
崇
奉
し
、
歳
暦
綿
　遡
た

り
。
亦
我
が
眞
宗
の
助
化
か
。
(
原
漢
文
)

と
、
是
れ
正
し
く
我
國
が
世
界
無
双
の
神
國

で
あ

つ
て
、
同
時

に
大
乗
相
鷹
の
正
法
國
で
あ
る
こ
と
を
顯
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
然
ら
ば
何
が
故
に
我
國
が
興

に
世
界
無
双
の
紳
國

で
あ
り
、
無
比
の
國
膿
を
存
す

る
か
と
言

へ
ば
、
そ

れ
は
我
國

の
歴
史
が
謹
明
す
る
所

で
あ

つ
て
、
自
然

に
基
づ
く
三
種

の
神
器
に
封
す

る
紳
聖
絶
封
観
に
於

て
登
鮮
し

て
ゐ
る
こ
と
を
力
読
す
る
所

に
虎
關
猫
自

の
面
目
が
あ
り
、
日
本
精
紳
の
自
畳

反
省
を
張
張
し
て

ゐ

る

の

で
あ

つ

て
、
こ
の
思
想
は
王
臣
篇

の
最
後

の
論

に
詳
述
さ
れ
て
ゐ
る
。
●

虎
闘
酬師
錬
の
元
山予
鯉讐
醤
と
日
本
鰭
田瀬
旧

ハ
五
)
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虎
蘭
師
錬
の
元
亨
繹
書
と
日
本
精
紳

(
六
)

或

ひ

と
言

ふ
、
子

此

の
土
を

謂

つ
て
大
乗

の
國

と
爲

す

は
且
ら

く
從

は

ん
も
、

而

も

叉
閻

俘
界

至

治

の
域

と
言

ふ

よ

は
、
恐
ら
く
亦
窯
す
る
も

の
有
ら
ん
か
と
。
余
曰
く
、
踵

い
か
な
、
子
が
問
ふ
こ
と
や
。
是
れ
余

が
公
言
す
る
の

秋
な
ゲ
。
君
子
の
言
量
萄
く
も
せ
ん
や
。
若
し
阿
蕪

に
渉
ら
ば
糎
世
と
爲
ん
や
。
若
し
叉
不
経
な
ら
ば
黙
す
る
に

如

か
す
。
夫
れ
物

の
自
然
な

る
や
、
天
下
皆
之
を
貴

ぶ
。
共

の
造
作
な
る
や
、
世
未
だ
之
を
重
ん
ぜ
す
。

吾
國
史

　

　

　

も

　

　

ぬ

も

　

　

　

も

も

　

も
　

も

も

　

　

　

　

も

も

　

　

　

ら

も

　

　

　

　

も

　

　

ぬ

を
讃
む
に
、
邦
家
の
基
は
自
然

に
根
せ
り
。
支
那
の
諸
國
は
未
だ
嘗

て
有
ら
ヰ
。
是
れ
吾
が
吾
國
を
稽

ふ
る
所
以

も

　

　

　

し

も

も

　

　

　

　

　

　

も

も

　

も

　

も

　

　

　

な

り
。

共

の
所

謂
自

然
と

い

ふ
も

の
は

三
神

器
な

り
。

三
器

と

は
神

鏡

な

り
。
神

劔
な

り
。

紳
璽

な

り
。

此

の
三

　

も

　

　

　

　

も

も

　

　

　

ぬ

　

は
皆
自
然
天
成

に
出

で
た
る
な
り
。
初
、
天
照
太
紳
、
天
宮

に
在
せ
し
と
き
、
其

の
孫
理
杵
奪
を
石
さ
れ
て
曰
く

「
葦
原

の
中

つ
國
は
吾
が
孫
胤
統
御
の
地
な
り
。
寳
柞

の
隆
な
ら
ん
こ
と
當
に
天
壌
と
無
窮
な
る
べ
し
」
と
、
「即
ち

あ

、

.

八
処
鏡
、
八
坂
理
、
草
薙
劔
を
以
で

之

に
授
け
て
曰
く
、
「
盗
、
爾
、
三
器
五
神
を
從

へ
下
土
に
下

つ
て
、
斯

の
民

を
照
臨

せ
よ
。
全
爾
、
離
索
す
。
故
に
此
の
鏡
を
付
す
。
此
の
鏡
は
是
れ
吾
が
面
を
照
す
の
具
な
り
。
我
が
面
、

む
か

常

に
中
に
在
り
。
盗
、
爾
、
此

の
鏡
を
持

せ
ば
常

に
我

に
面

ふ
な
り
。
未
だ
嘗
て
須
輿
も
離
れ
ず
。
今
我
汝

に
付

す
。
汝
其
れ
斯

の
鏡
を
汝

の
居

に
置
け
。
斯
の
鏡
叉
能
く
汝
の
閥
柞
を
鎭
め
ん
。
其

の
劔
と
環
と
皆
然
り
。
汝
其

　

　

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

　　

　

　

　

も

も

　

も

れ

往

け

。
之
を
愼

め

よ
や
」

と
。
是
を

以

て
之
を

言

へ
ば

、
我
國

は
東

方
海

極

の
域

な
り
と

錐
も

、
其

の
統
御

の
霞

。

　

　

　

　

　

　

も

　

も

も

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

も

　

　

も

　

　

も

　

も

　

　

　

も

　

も

な
る
天
地
の
開
開
と
兆
を
同
う
す
る
か
。
然
ら
ネ
ん
ば
三
般

の
神
器
何
ぞ
鋳
刻
の
先

に
出

で
て
天
よ
り
降

ら
ん
や
。

　

　

も

　

　

　

　

　

　

　

う

　

　

　

　

是
れ
我
が
姻
運
の
自
然
な

る
も
の
な
り
。
彼
の
支
那
は
葱
嶺
の
東
、
藪

+
の
郭
、
成
、
怯
度
を
取

つ
て
、
推
し
て
沖
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騨
と
欝
し
、
叉
交
吻
の
國
と
言
ふ
。
然
れ
ど
も
五
帝

の
世
猜
悟
國
の
信
器
な
し
◎
況
ん
や
三
皇

を
や
。
叉
況
ん
や

遽
古
を
や
。
夏
禺

に
至
つ
て
始
め
て
九

鼎
を
鋳
、
立
て

、
國
器
と
す
。
秦
周
を
奪

ふ
に
及
ん
で
鼎
洒
水

に
没
む
。
故

に
始
皇
干
壁
を
刻
し
て
以
て
璽
と
な
す
。
漢

叉
高
祀
自
蛇
を
斬
る
の
劒
を
以

て
傳
國

の
寳
と
爲
す
。
爾
來
劔
璽
の

二
つ
は
國
器
た
り
。
魏
昔
以
來
趙
宋
に
至
る
ま

で
之
を
承
傳

す
る
の
み
。
故
に
唐
の
李
自

の
詩
に
曰
く

「
一
朝
寳

や

　

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

　

も

位
を
譲
る
。
劔

璽
無
窮
に
傳

は
る
」
と
。
彼
の
支
那
の
大
邦
と
號
す
る
者
士
地
鑛
遠
な
り
と
錐
も
而
も
受
命
の
符

　

　

　

も

も

　

　

　

　

も

　

　

　

も

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬ

ぬ

　

　

　

　

は
皆
人

工
な

り
。

天
造

に
非

る
な

り

。
我

國

小
な

り
と
錐

も

基
を
開

く

の
沸
な

る
、

器
を
傳

ふ

る

の
難
な

る
、

日

も

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

を
同
う
し

て
語
る
可
ら
す
。
叉
劔
璽

の
事
、
雨
朝
相
待
た
す
.
而
し
て
偶

々
合

ふ
こ
と
は
何
ぞ
。

天
子
の
運
、
彼

此
相
同
じ
き
か
。
然
れ
ど
も
支
那
ば
劔
璽
を
傳

ふ
と
錐
も
十
藪

姓
を
更
ふ
る
は
.
量
共

の
寳
器

の
人
工
た
る
所
以

　

　

　

　

も

　

め

　

　

　

も

　

　

ゆ

　

　

　

　

　

　

も

　

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

も

,か
。
我
國

一
種
系
連
縣
遡
無
窮
な
る
は
天
造
自
然
の
器
の
致
す
所

か
。
是
に
因

つ
て
言

へ
ば
、
千
萬
世

の
後
と
錐

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、
.-
＼

b、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

も
、
擾
奪

の
虞
あ
ら
じ
。
量
其
れ
天
造
の
帥
器
は
佗
氏
異
冑

の
玩
弄
す
る
所
な
ら
ん
や
。
叉
支
那
の
三
皇
五
帝
三

う

が

や

な
ぞ

　

　

　

代
は
我
が
鶴
草

の

一
帥
の
季
世
な
り
。
天
日
紳

に
観
ら
ふ
る
に
、
隻
古
遼
遡

に
し
て
比
を
爲
す
可
ら
す
。
昌
な
る

、

、

、

、

、

、

、

、

、

し

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、
-
、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

か
な
。
我
が
國

の
皇
商
五
十
餓
世
、
年
暦

二
百
萬
載
。

一
種
逓
代
四
夷
擾
る
こ
と
な
し
。
其
問
或
は
戎
翔
の
號
観

な
ん
ぞ

あ
れ
ど
も
皆
鑑
く
西
鄙
に
慶
欄
す
。
無
乃
帝
畿

に
近
づ
か
ん
や
。
夫
れ
國
有
り
て
よ
り
以
來
、
攣
夷

の
擾
奪

に
嬰

ら

ら
ざ
る
者
、
未
だ
我
が
國
の
純
全
な
る
が
如
き
は
あ
ら
す
。
(
中
略
)
我
竺
支
の
事
を
見
る
に
、
我
が
國
の
渾
厚
な

　

　

　

も

　

　

も

　

も

　

　

ら

　

ぬ

　

　

　

　

　

　

も

も

　

り

　

る
が

如

き

は
、
未
だ

こ
れ
あ

ち
す

。
是

れ
匿

域

の
霊
勝

、
祀
宗

の
聖
武

に
し

て
、
亦

吾
が
佛

乗

の
資

輔

な
り

。
我

虎
闘
師
錬
の
元
亨
繹
書
と
日
本
精
紳

(七
)
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虎
關
師
錬
の
元
亨
繹
書
と
B
本
精
紳

(八
)

室
治

の
域
乏
言
ふ
者
、
其
れ
然
ら
す
や
。
(
原
漢
交
)

こ
の
虎
關

の
論

こ
そ
實
に
我
が
神
國

の
比
類
な
き
特
異
性
を
啓
示
し
た

一
大
文
章

で
あ

つ
て
、
そ
の
透
徹
せ
る
史

眼
は
、
未
だ
絵
人
の
覗
ふ
に
難

く
、
表
す
に
及
び
.得
な
か

つ
た
黙
を
能
く
貫

い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
我
國
の
隼

嚴
な

る
所
以
は
、
他
の
諸
國
に
於
て
見
得
な

い
三
種

の
神
器
の
撮
と
し
て
傳
は

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
紳
器
は
人
工

に
よ
つ
て
造
成

せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
天
造
自
然

の
難
的
な

る
も
の
で
あ

つ
て
、
天
地
と
共
に
無
窮
な

"(
意

義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
う
し
た
神
器

に
封
す

る
自
然
観
は
、
佛
教
の
精
神

に
合
致
し
た
見
識

で
あ

つ
て
、
佛

敏
で
い
ふ
自
然

に
は
自
然
法
則
即
ち
訂
然
界
の
因
果
律
の
外

に
、
論
理
的
必
然
と
も
言

ふ
べ
き
意
味
を
含
ん

で
ゐ
る

が
、
然
し
こ
の
自
然
は
論
理
的
必
然
を
超
え
た
絶
封
的
な
自
然
及
び
必
然

の
關
係

に
在

る
も
の
で
、
所
謂
因
果
を
絶

し
た
因
果
を
考

へ
る
の
で
あ

る
。
之
を
佛
敏

で
は
法
爾
と
呼
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味
が
虎
關

の
活
精
紳
と

な

つ
て
、
そ
の
國
謄
篇観
念
を
読
示
す
る
に
役
立
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
想
像

に
難
く
な

い
。

顧

ふ
に
三
種
の
神
器
に
關
す
る
象
徴
的
意
義
の
推
測
解
繹
は
李
安
朝

の
末
期
頃
か
ら
現
は
れ
鎌
倉
南
北
朝
を
通
じ

て
顯
著
な
登
展
を
途
げ
室
町
時
代

に
は

一
條

粂
良
の
紳
器
論
な
ど
も
世
に
出
る
様
に
な

つ
た
繹
で
あ

る
。
彼

の
行
墓

菩
薩

の
撰
と
傳

へ
ら
れ
る
寳
基
本
紀

に
は
量
ハ経
津
鏡

(
荒
祭
宮

及
び
多
賀
宮

の
神
膿
)
に
つ
い
て
、

眞
と
謂

ふ
は
天
道
を
以

て
神
と
爲
事
。
経
と
は
地
道
を
以
て
祇
と
な
し
,
津
は
人
道
な
り
。
鏡
は
霞
明
の
心
鏡
な

あ
。
属
物
精
朋

の
徳
な
わ
。
一:
・:
・:
奮

に
之
を
受
く
る
に
は
清
瀞
を
必

て
し
、
之
を
京
む
る

に
神
心
を
"

て
心
、
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之
を
現
す
に
無
形
を
以

て
實
を
顯
は
す
。
故

に
無
相
鏡
を
以
て
紳
明
の
御
正
燈
と
爲
す
な
り
。
(
原
漢
文
)

と
あ
る
。
之
は
三
神
器
の

一
の
鏡
と
は
異

つ
て
は
ゐ
る
が
、
兎
も
角
鏡

に
封
減

る
解
羅
の
最
初

の
も
の
と
謂
は
れ
、

其
後
治
承
か
ら
永
仁
頃
に
僑
作
さ
れ
た
も
の
と
言
は
れ
る
紳
道
五
部
書
な
ど

に
は
、
玉
は
曲
妙
、
鏡
は
分
明
、
劒
は

李
天
下
の
象
徴
と
し
て
居
り
、
北
房
親
房
の

「
神
皇

正
統
記
」

に

鏡

は

一
物
を
た
く
は

へ
す
、
私
の
心
な
く
し
て
萬
象
を
照
す

に
是
非
善
悪
の
姿
あ
ら
は
れ
す
と
云
ふ
事
な
し
。
そ

の
姿
に
從
ひ

て
威
鷹
す
る
を
徳
と
す
。
こ
れ
正
直

の
本
源
な
り
。
玉
は
柔
和
善
順
を
徳
と
す
。
慈
悲
の
本
源
な
り

劒
は
剛
利
決
断
を
徳
と
す
、
智
恵
の
本
源
な
り
。
こ
の
三
徳
を
翁
せ
受
け
す
し
て
は
天
下
の
治
ま
ら
ん
こ
と
誠
に

難
か
る
べ
し
。

と

い
ふ
の
は
、
前

の
分
明
、
-
曲
妙
、
年
天
下
の
三
徳
を
更

に
登
展

さ
せ
た
も
の
と
も
考

へ
ら
れ
、
儒
敏
的
色
彩

の
多

㌧
分

に
含
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
僻

み
難
い
と
思
は
れ

る
。
然
る
に
同
じ
く
親
房
の
著
と
傳

へ
ら
れ
る
が
、
恐
ら

く
吉
野

朝
時
代
の
著
作
と
思
は
れ

る
所

の

「
元
元
集
」

に
は
、

轄
輪
王
の
世
、

七
寳
是

に
定
ま
る
。
輻
力
の
所
威
を
爲
す
と
錐

も
、
子
孫
に
傳

ふ
る
の
璽
符

に
非
す
。
夏
商
の
世

九
鼎
を
以

て
寳
と
爲
す
。

此
の
鼎
は
乃
ち
夏
后
氏
の
鋳
造
す

る
所
な

り
。
秦
漢
以
來
、
傳
國
の
璽
あ
り
。
始
皇

の

も

も

あ

　

　

　

　

　

　

　

も

　

も

　

　

ぬ

　

　

い

　

も

　

も

も

も

制
す

る
所

、
李

斯

の
書

す

る
所

な

り
。

我
國

の
霊
器

に
至

つ
て

は
、

帥

な
り
。

叉
妙
な

り
。

之

を

傳

ふ
る
者

は
紳

　

　

　

　

　

　

　

　

聖

に
し

て
之
を

齋
す

。
(
原
漢

文
・)

虎
醐
師
錬

の
元
亨
糧
書
と
日
本
精
憩

・)

(
九
)
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虎
關
師
錬
の
元
亨
繹
書
と
日
本
精
碑

'

(
一
〇
.

と

い
ひ
、

大
分
後

世

の
書

で

「
三
肚

託
宣
鋤
」

と

い
ふ
も

の

に
は
、

　

　

　

　

　

　

　

も

　

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

夫
れ
吾
國

の
寳
柞
紳
璽
三
器
は
皆
天
成

に
出
つ
る
な
り
。
昌
な
る
か
な
。
皇
奇
藪
世
、
其
統
御
の
霊
な
る
や
。
天

壌

の
開
關
と
兆
を
同
う
す
。
是
れ
國
蓮
自
然
よ
り
出
つ
る
も
の
な
り
。
…
…
…
我
國

一
種
系
連
縣
逸
無
窮
な
る
者

は
、
天
造
自
然
の
器
出

で
て
致
す
所
な
り
。
開
基
の
神
、
傳
器
の
露
、
竺
支
同
日
に
し
て
論

す
べ
か
ら
す
。

(
原

漢
文
)

と
あ
る
の
は
、
全
く
虎
關
の
繭
器
観
共
儘
を
織
承
し
居

る
の
で
あ
る
。
北
畠
親
房
は
叉
神
皇

正
統
記

に
、

中

に
も
鏡
を
本
と
し
、
宗
廟
の
正
膿
と
あ

ふ
が
れ
給

ふ
。
鏡

は
明
を
形
と
せ
り
。
心
性
明
な
れ
ば
慈
悲
決
断
は
そ

も

も

　

　

　

　

の
中

に
あ

り
。

叉
ま

さ
し

く
御
影
を

う

つ
し

給
ひ

し
か

ば

、
深

き
御

心
を
留

め
給

ひ
け

ん

か
し

。

天
に
あ

る
日
月

　

　

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

　

も

　

や

も

　

　

　

よ

り
明

な

る
は
な

し
。

勿

て
文

字
を

制

す

る
に
も

日
月
を

明
と

す

と

い

へ
り

。

わ
が
紳

大

日

の
察

に
ま

し
ま

せ

　

　

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

や

　

　

　

　

ば

、
明

徳

を
以

て
照
臨

し

給

ふ
事

、
陰

陽

に

お
き

て
は

か

り
が

た

し
。

冥
顯

に

つ
き

て
頼

み
あ

り

。

君
も

臣
も
紳

　

　

　

　

　

　

　

明
の
光
胤

を
受
け
、
或
は
ま
さ
し
く
勅
を
受
け
し
紳
達
の
苗
育
な
り
。
た
れ
か
こ
れ
を
仰
ぎ
奉
ら
ざ
る
べ
き
。

と
述

べ
て
ゐ
る
が
、
此
の
思
想
も
矢
張
虎
關
の
自
然
読
を
少

し
く
具
膿
化
し
、
倫
理
的

に
駿
展
せ
し
め
た
も
の
と
思

は
れ
る
。
要
す
る
に
虎
關
の
國
家
観
は
之
を
仔
細

に
吟
味
し
て
見

る
と
、
皇
祀
天
照
大
帥

の
降
し
給

へ
る
紳
勅
並
に

紳
器
の
授
付
は
、
輩
に
徳
を
以
て
國
土

に
王
た
れ
と
仰

せ
ら
れ
た
丈
け
で
は
な
く
、
此
の
帥
勅
を
奉
し
、
紳
器
を
承

け
傳

ふ
べ
き
も
の
は
紳
孫
の
他

に
は
無
く
、
正
統
の
皇
族
が
之
に
當
ら

る
.べ
き
こ
と
を
指
命
し
、
血
統
を
以

て
王
た
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れ
と
言

ふ
絶
封
的
皇
統
紳
聖
観
を
力
論
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
σ
其
の
思
想
は
佛
教
に
於
け
る
法
性

の
絶
封
性
と
い
ふ

理
か
ら
出
螢
し
て
ゐ
る
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、
親
房
の
場
合
は
神

の
囁
理
即
ち
絶
封
的
な
紳
の
意
志

に
於
け

る
理
を
考

へ
た
の
で
あ

つ
て
、
そ
の
正
統
記
は
日
本
古
代

の
神
観
と
我
國
に
新

に
這
入
つ
た
宋
學

の
精
棘
並
叢
天
台

の
敏
學
な
ど
を
混
融
し
た
思
想
で
書
か
れ
て
ゐ
る
課
で
、
虎
關
の
元
亨
繹
書
よ
り
は
時
代
も
逞
れ
て
ゐ
る
が
、
思
想

r

的
に
も
詳
密
な
解
羅
が
表
は
れ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
。

○

虎
關
は
叉
我
日
本
が
世
界
的
に
紳
聖
優
秀
な
國
家
と
し
て
愈
嚴
を
誇
り
得
る
の
獄
、
實

に
我
國
が
大
乗
佛
敏
の
純

粋

に
實
現
さ
れ
て
ゐ
る
國
柄

で
あ

る
と
言

ふ
鮎

で
あ
る
と
断
じ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
日
本
が
大
乗
相
鷹

の
國
土

で
あ
る
こ
と
は
、
已
に
大
般
若
経

に
、

「
我
が
滅
度
の
後
、
後
五
百
歳
甚
深
般
若
は
東
北
方
に
於
て
大
に
佛
事
を
作

す
」

と
示
さ
れ
て
あ

る
如

く
で
、

印
度
は
小
乗
多
く
大
乗
寡
し
。
震
旦
は
大
乗
多

く
し

て
小
乗
寡
し
。
大
乗
の
支
那
に
於
け

る
や
、
鼎
蕪

の

一
足
な

り
。
我
が
日
域
は
純
大
に
し
て
小
な
し
。
共

の
倶
舎
成
實
は
學

に
備

ふ
る
の
み
、
宗
を
立
て
す
。
支
那
は
大
醇

に

　

　

　

　　

　

　

も

　

　

も

　

も

　

　

　

し

て
小
疵

、
日

本
は
醇

乎

と
し

て
醇

な

る

も

の
な

り
。
(
元
享

繹
書

、
序

読
志

)

と

て
之

を
歴

史
的

に
謹

明
を

試

み
、

彼

の
震

旦
は

三
論

密

亡

ぶ
こ
と

久
し
。
唯

識
賢

首

絶
ゆ

る

に
殆

し
。
佛

を

言

ふ
も

の
只

三
家
を

全

し
と
爲

す

の
み
。

虎
關
師
錬
の
元
亨
繹
書
一と
日
本
緕
…紳

・

(
一
一
)
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虎
闘
脚
師
錬

の
元
吉丁
繹
書
と
日
本
精
紳

(
一
二
、

暴

筆

い
癒

象

論

浄
摯

黙

事

・
愁ハ鯨

霧

匁

募

慾
ハ伽
徐

摯

い
。
慧

黙

舞

　

　

　

　

も

　

も

　

　

　

も

　

　

　

　

乗
醇
淑

の
彊
と
謂
ふ
は
謳
ひ
ざ
る
の
み
。
(
元
亨
繹
書
、
諸
宗
志
)

が

よ

ま
さ

と
叙

し
、

「
綱
か
に
皇
朝
の
徳
化
を
見

る
に
且
に
佛
乗
の
翼
佐

に
託
れ
る
な
り
」
(
元
亨
繹
書
、
資
治
表
序
)
と
も
読

い
て
、
我
國
は
神
國
で
あ
る
と
同
時
に
佛
國

で
あ
る
と

の
信
念
を
高
唱

し
、
.彼
の
文
永
弘
安
の
外
冠
即
ち
元
冠
の
謝

に
就

て
も
、

我
が
文
弘

の
二
蕃
冠
、
佛
神
力
を
鐵

せ
て
援
を
な

せ
り
。
犬
矛
縫
に
交
れ
ば
風
浪
俄

に
激
し
、
千
艦
萬
卒

一
時

に

も

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

も

　

　

破
溺
す
。
量
國
家
の
信
敬
供
祀

の
由

る
所

に
あ
ら
ざ
る
か
。
(
元
亨
繹
書
、
會
議
志
)

と
佛
神
協
力
し
て
國
を
護

る
所
に
能
く
我
國

の
尊
威
が
、
正
し
く
強
く
顯
揚
さ
れ
る
課

で
、
彼

の
加
茂

正
傳
寺
の
宏

畳
灘
師
が
蒙

古
降
伏
所
願
文
の
裏
に
記
し
残
さ
れ
た
、

す
ゑ

の
末
、
す
ゑ
の
末
ま
で
我
國
は
、
萬

の
國
に
優

れ
た
る
國
。

て
ふ
和
歌
の
意
も
、
虎
關
の
言
ふ
所
も
同
じ
信
念

で
あ
る
。
蒙
古
襲
來
の

一
事
は
實

に
我
が
國
民

に
か
う
し
江
自
畳

を
強
く
深
く
抱
懐

せ
し
め
、
や
が
て
日
本
濁
自
の
交
化
を
促
進
せ
し
め
、
我
が
民
族

の
中

に
存
す
る
國
家
意
識

が
力

強
く
生
か
さ
れ
て
來
た
の
で
め
る
が
、
こ
の
反
省
自
畳
を
如
實

に
堂
々
と
表
現
し
た
の
は
こ
の
虎
關

の
元
亨
糧
書
に

於
て
初

め
て
覗
は
れ
る
の
で
あ
る
。
繹
書
の
封
職
志

の
末
尾

に
、
支
那
で
は
趙
宋
時
代

か
ら
責
號
と

い
つ
て
信
官
を

費

つ
て

一
蒔
の
國
用
を
助
け
た
こ
と
が
あ
る
。
齪
離

の
時
代
に
碍
の
君
圭
が
國
用
の
爲

に
費
官
し
た
の
は
荷
恕
す

べ
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き
筋
も
あ
る
が
、
沙
門
が
之
を
買

つ
た
と

い
ふ
こ
と
は
怪
し
か
ら
ぬ
、

「
我
は
姦
訣
を
既
に
死
す
る
に
詠
す
る
の
力

　

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う

　

　

り

　

を
按
す
」

と
い
ひ
、
叉

「
我
國
家

に
は
是
等

の
醜
無
し
。
こ
れ
特
に
土
俗
の
醇
淑
の
み
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
叉
佛
を

も

も

　

も

ぬ

　

　

り

　

　

　

　

た

奉
す
る
者
、
深
き
が
然
ら
し
む

る
か
」
と

い
ふ
風
な
こ
と
を
も
基
げ

て
正
し
き
日
本
の
姿
、
そ
こ
に
は
佛
國
と

い
ふ

観
念
が
基
礎
づ
け
ら
れ
、
佛
法
と
王
法
と
は

一
な
り
と
の
信
仰
に
迄
進
ん
で
ゐ
る
の
で
あ

る
。

こ
の
思
想
は
鎌
倉
時

代

の
末

の
頃
か
ら
王
法
は
紳
澄
な
り
と
圭
張
さ
れ
、
や
が
て
紳
國

の
理
想
は
帥
ち
佛
國
の
理
想
と
い
ふ
風

に
し
て
、

王
法
を
守
ら
う
と
す
れ
ば
佛
法
を
守
れ
と

い
ふ
王
法
佛
法
相
帥
不
二
の
信
仰
が
登
揮
さ
れ
、
所
謂
虎
關

に
於

て
見
る

の

様
な
興
輝
護
國
の
大
精
紳
が
、
誠

に
矛
盾
な

く
張
張
さ
れ
來

つ
た
様

で
あ
る
。
建
武

二
年
に
東
幅
寺
の
地
位
を
五
山

の
末

に
置
か
う
と
奏
上
す

る
者
が
あ

つ
た
時
、
虎
關
が

後
醍
醐
天
皇

に
安
禰
殿
に
於
て
拝
謁
し
、
其

の
理
由
な
き

ゆ

こ
と
を
自
ら
奏
聞

し
奉

つ
た
時
の
語
に
も
、

「
竺
乾

は
刹
利

一
種
暉
譲
系
蓮
す
、
故

に
其

の
國
治
ま
る
。
支
那
は
是

れ

一
姓
な
ら
す
、
集
奪
事
載
す
、
故
に
共
の
國
観

る
。
皇
期
共
れ
竺
土
の
如
く
な
ら
ん
や
。
百
王

一
種

に
し
て
未
だ

　

　

　

　

り

　

　

　

ぬ

ら

も

改
め
換

る
こ
と
あ
ら
す
。
此
れ
我
が
國
の
昇
李
を
樂

し
む
所
以
な
り
。
夫
れ
佛
法
王
法
は

一
な
り
。
云
々
」

(
海
藏

紀
年
録
)
と

い
ひ
、
こ
の
佛
法
王
法

一
致

し
て
純
然
た
る
國
禮
を
有

つ
所

の
我
國

の
如
き
は
他
邦

に
於
て
磯
見
す
る

こ
と
が
出
來
な

い
の
み
な
ら
す
、
こ
の
王
佛
不
二
の
國
家

の
形
態

に
逆
く
の
道
あ
ら
ば
、
そ
れ
は
民
族
意
識

に
背

反

す

る
こ
と
に
な
る
。
こ

、
に
國
粋
的
自
奪

の
信
仰
が
持
績
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ

る
。

日
本
の
文
化
は
飽

く
迄
も

他

の
模
倣
で
あ

つ
て
幡
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
讐
ひ
當
初
は
外
來
の
も
の
で
あ

つ
て
も
外
國
文
化
の
優
秀
性
に
封
し

て
之

虎
關
師
錬
の
兀
亨
繹
書
と
日
本
精
神

2

三
)
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虎
關
師
錬
の
元
亨
繹
書
と
日
本
精
紳

(
一
四
)

、

を
自
己
の
文
化
と
し
て
囁
取
し
清
化
す
る
所
の
旺
盛
な
自
螢
畳
醒
が
持
た
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
を
教

へ
た
も
の
が
虎

關
共
人
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
例

へ
ば
、
彼

の
夢
窓
國
師
が
、

後
醍
醐
天
皇

か
ら
、
天
下
の
僧
服
を
黄
色
に

改
め
た
い
と
思

ふ
が
如
何
と
勅
問
が
あ

つ
た
、
け
れ
共
勅
意
を
到
断
す
る
こ
と
が
出

來
な
か

つ
た
の
で
あ

る
が
如
何

に
思
は
る

、
や
と
虎
關
の
意
見
を
徴
し
た
時
に
、
虎
開
は
、
近
頃

の
凡
僑
達

で
支
那
か
ら
逡

つ
た
者
は

「
大
元
の
信

　

　　
　
こ

服
は
、
施
を
以
て

甚

に
易

べ
て
黄
色

で
あ

る
。

こ
れ
は
彼
の
國

の
圭

上
の
衣
は
中
を
曾
ん
で
黄
色
で
あ
る
か
ら
之

を
僑
を
尊

ぶ
の
意
味
で
僧
服

に
許
し
、
債
も
廉

で
他

の
俗
人
乏
庭
別
が

つ
き
易
い
所

も
あ
る
。
日
本
で
も
之
を
襲

ふ

な
ら
ば
愈
く
且

つ
廉

で
あ
ら
う
」

と
稻

へ
、
之
を
聴

く
者
は
、
異
を
好
む
心
か
ら
利
害
を
察
せ
す
し
て
唱
和
す
る
の

ま

で
あ
る
。

陛

下
も
人
欲
に
從
は
せ
ら

る
、
震
断

に
出
で
給
う
た
の
で
あ
ら
う
。
今
我
國

で
黄
を
以
て
縞

に
代

へ
る

の
は
、
一
朝
革
命

の
元

の
君
圭
の
意
で
あ

る
。
何
ぞ
我
が
常
服
を
齪
し
て
彼
の
不
常

の
制
を
追
ひ
、
乍
ち

に
し
て
黄
、

り

乍
ち

に

し
て
赤
を
以
て

す
る
こ
と
が
出
來
よ

う
か
と
論
じ
、

縞
衣
の
常

服
は
古
徳
の
制

で
改
む
可
ら
ざ

る
こ
と
を

力
説
し
た
事
が
、
海
臓

和
術
紀
年
録
建
武

二
年
の
條
に
見
え

て
ゐ
る
。

こ
の

一
事
を
以
て
し
て
も
虎
關
の
日
本
的
意

識

の
精
純
な
こ
と
が
頷
か
れ
る
で
あ
ら
う
。
か
く
の
如
き
精
神
は
虎
關

の
思
想
生
活
の
全
膿

に
渉

つ
て
動
い
て
ゐ
る

の
で
、
其
の
學
術
的
方
面
に
し
て
も
、
他

の
學
者
宗
敏
家
の
様

に
支
那
新
興

の
程
朱
學

に
就

て
も
之
を
そ
の
ま

、
に

信
敬
す
る
態
度

に
は
出

で
す
し
て
、
必
す
之
を
批
到
し
、
善
な

る
も

の
は
皆

之
を
自
家
藥
籠
中

の
も
の
と
し

て
之
を

日
本
的
に
活
用
し
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
虎
關
自
ら
は
敢
て
興
暉
と
か
護
國
と
か
の
言
辮
を
弄
し
は
し
な
か
つ
た
に
せ
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よ
、
之
を
事
實
的

に
纏
験
的

に
結
果
づ
け
て
ゐ
る
鮎
は
、
特

に
此
の
時
代
に
於
け
る
虎

關
の
地
位
を
重
か
ら
し
む
る

所
以

で
あ
ら
う
。

○

史
家
は
常

に
鎌
倉
時
代
は
日
本
民
族
が
人
間
的
自
畳

の
成
立
し
た
時
代
で
、
武

士
が
新
な

る
文
化
的
生
活
に
蓼
與

し
、
自
ら
を
意
識

し
た
と
認
め
て
ゐ
る
。
而
し
て
之
が
意
識
的
向
上
に
は
繹
宗

の
興
起
が
大
な

る
影
響
を
與

へ
て
ゐ

る
こ
と
は
否
定

せ
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
修
職

は
究
極
に
於
て
自
己
滅
却
と
同
時
に
更

に
高
い
自
己
の

成
立
を
求
む

ゐ
宗
旨

で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
灘
は
先
づ
自
心
を
明

に
し
、
自
己
を
反
省
し
て
佛
心
を

自
家
屋
裏

に
再
生

し
、
之
を
膿
験
し
て
準
生
心
と
す
る
の
で
あ

る
。
所
謂
道
は
自
己
債
値

の
純
粋
意
識

の
上
に
立

つ

の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
籏
充
し
來

る
な
ら
ば
自
己
の
國
家
が
更
に
反
省
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
我
國
の
憤
値
を
膿
認
し

我
が
國
の
奪
嚴
さ
が
絶
封
な
も

の
と
し
て
信
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
、
我
が
國
膿

の
萬
國
無
比
で
あ

る
こ
と
、
即
ち
肇
國

遡
遠
、
紳
器
自
然
、
金
断
無
鉄
、
萬
世

一
系

の
天
皇
を
戴

く
こ
と

で
あ

つ
て
、
畢
寛
、
國
禮
の
紳
聖
、
皇
室

の
奪
嚴
が

國
民
の
意
識

の
中

に
生
動
し
、
凡
て
を
さ

、
げ

て
國
と
人
と
の

一
膿
た
る
こ
と

の
悦
を
感
す
る
の
で
あ

る
。

こ
の
理

の念
は
所
謂
尊
皇

で
あ
り
奉
公
滅
私

で
あ

る
.
之
を
知
的
に
説
明
し
實
謹
す

る
の
は
日
本
國
史

の
任
務
で
あ

つ
て
、
虎

關

の
元
享
繹
書
な

る
も

の
は
、
そ
の
範
嗣
こ
そ
は
佛
敏

の
關
係

の
歴
史

で
は
あ
る
が
、
其

の
史
観
な
る
も
の
は
、
佛

敏
精
紳
が
我
が
國
土
の
紳
聖
と
融
合
同
化
し
て
更

に

一
段

の
光
輝
あ

る
文
化
を
形
成
し
、
眞
の
日
本
精
榊
が
反
省

さ

虎
關
師
錬
の
元
山早
縄
…書
と
日
本
精
紳

(
喝
五
)
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虎
關
師
錬
の
元
事
繹
書
と
日
本
精
神

(
ニ
ハ
)

れ
自
畳
さ
れ
た
姿
を
如
實

に
示
さ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
從

つ
て
宗
敏
的
普
遍
性
超
越
性
と
い
ふ
意
味
は
、
所
謂

超
國
家
的

に
あ
ら
ゆ
る
國
土
民
族

の
上
に
同
等

一
様

に
流
通
す
る
と
言

ふ
の
で
は
無

・＼
て
、
特
殊
な
國
土
民
族

に
相

鷹
じ
て
、
そ
の
國
土
の
所
有
と
な

り
、
そ
の
民
族

に
内
在
し

て
、
渾
然
と
し
て
永
遠

の
使
命
を
保
持
す
る
に
在
る
こ

郎
と

を
明

に
し

た

も

の
と

思

ふ
。
帥

ち
虎

關

に
於

け

る
元
亨
繹

書

の
意

圖

に
は

、
佛

教

は
印
度

に
登

り

、
支

那

に
流
傳

し

ガ

日
本

に
渡

來
し

た

の
で
あ

つ
た
が

、
我

か
佛

教

の
眞

の
債

値

は
棘

國

日
本
猫

自

の
國

膿

と
合

致

し
、

そ

の
大
乗

的

精
神

を
顯

現

し
、
繹
奪

の
立
敏

開
宗

の
理

想
が

我

か
日

本
國

に
於

て

の
み
登
揮

さ

れ

て
所

謂
純

粋

不
雑

の
日
本

精

紳

を
啓
培

し
た

こ
と
を

告
げ

て
、

圃
般

敏
家

國
民

の
自

重
を

喚

醒

せ
し
む

る

に
在

つ
た
と
謂

ふ
べ
き

で
あ
ら

う
と

思

.ふ
。
爾

虎
關

に
就

て
は
勤

王
的

思
想

方
面
共

他

記
す

べ
き
黙

は
多

々
あ

る
の

で
あ

る
が
、
限

り
あ

る
紙
藪

を

超

ゆ

る

が

故

に
、
今

は

こ

、
に
欄

筆
す

る
。

(
昭

和

一
四

・
一
〇

・
一
)

吾

灘

海
。

波

瀾

洪

大

。

無
昌嫌

底

法
一。

叉

無
二著

底

塾

。

如

呂孔

老

二

道
一。

亦

皆

粂

在
昌干

波

瀾

中
賦。
(中

略
)

凡

欲
レ知
昌大

道

一。

先

須

見

性

一。

若

未
噸見

性

一。

則

不
レ可
レ護

佛

租

書

一。

多
昌骸

而

悟

者

"。

因

築

謂
昌異

端

一。

其

爲
レ謳

也

亦

甚

奥
。

爵

・

(
灘

海

一

瀾

)
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